こはんと き パ リ 

夕食 前の 小 半時、 巴 里の キヤ フエの テラス は 特別に 

混雑す る。 一 日の 仕事が， 1 段落つ いて、 今少し すれば 

ざん まい 

食欲 三昧の 時が 来る。 それまでに 心身の 緊張 を ほぐし、 

徐ろに 食欲に 呼びかける 時間な の だ。 どの テ— ブル 

さかずき 

にも ァ ペリ チ— フの 杯 を 前にした 男女が 仲間と お 

喋りす るか、 煙草の 煙 を 輪に 吹きながら 往^ を 眺め 

たりして いる。 フランス 人 特有の 身 振の 多い 饒舌の 

中に も、 この 時 許り は どこかに 長閑 さが ある。 ァ ペリ 

チ ー フは 食欲 を 呼び覚ます 酒 —— 男 は 大抵 ェメ ラル 

ド • グリ— ンの ペルノ ー を、 女 は 真紅の ベルモット を 

まう じゅん 

好む。 新鮮な 色彩が 眼に、 芳醇な 香が 鼻に、 ほろ 苦い 



いず みリ よく ほしいまま 

味が 舌に 孰れ も 魅力 を 恣 にす る。 

午後 七 時になる と レスト ラントの 扉が 一 东に 開く。 

しょくどう 

誰が 決めた か 知らない 食道 法律が、 この 時まで フラ 

ンス 人の 胃腑に 休息 を 命じて いる。 

フランス 人 は 世界中で 一 番 食べ 意地の 張った 国民で 

ある。 一 日の 中で 食事の 時間 を 何より 大切な 時間と 考 

えてい る。 傍で 見て いると、 何とも 云えず 幸福そう に 

とうすい 

見える。 それ は 味覚の 世界に 陶酔して いる 姿に 見える _ 

恐らく 大 革命の 騒ぎの 最中で も、 世界大戦の 混乱と 

どうよう 

動揺の 中で も、 食事の 時 だけ はこうい う 態度 を 持ち 続 

けたであろう。 



二三 日 続けて 行く と 「あなたの ナプキン を 決め ましよ 

うか」 と 聞く。 ナプキン を 決めて おけば 食事 毎に その 

洗濯代と して 二十 五 サン チ ー ム ぐらいの 小銭 を 支払わ 

なくても 済む からで ある。 

すじ t 力 

ルク サン ブルダ 公園に ある 上院の 正門の 筋 向いに 

あって、 議場の 討論に 腑を 空に した 上院議員の 連中 

すか でき 

が 自動車に 乗る 面倒 もな く 直ぐ 龃け つける ことの 出来 

る レストラン • フォ ワイ ョ、 マデ レンの くろずんだ 巨 

じいん こ うず い うずま 

大な 寺院 を 背景と して 一 日中 自動車の 洪水が 渦巻いて 

かたすみ 

いる プラス . ド • マデ レンの 一 隅に クラシックな 品位 

を 保って 瘼 ましく 存在す る レストラン. ラルウ、 そこ 



ほど 

から 程遠くない グ ラン . ブ— ル ヴァルの 裏に ある 魚 料 

理で名 を 売って いる レストラン. プ ルニエ— ル、 セ— 

へだ せんとう かも 

ヌ 河を距 てて ノ— トル ダムの 尖塔の 見える 鴨 料理の 

ッ ー ル ダル ジ ヤン 等 一 流の 料理屋から、 テ— ブルの 脚 

ふち まが 

が 妙に ガタ つき 縁の かけた ちぐはぐの 皿に 曲った 

フォ— クで 一食 五 フラン (約 四十 銭) ぐらいの 安 料理 

を 食べ させる 場末の レスト ラントまで 数えた てたら、 

巴 里の レスト ラント は 一 体 何千 軒 あるか 判らない。 

せきずい い しょくつう むじょう 

牛の 脊髄の ス ー プと 云った ような 食通 を 無上に 喜 

ばせ る 洒落た 種類の 料理 を 食べさせる 一 流の 料理店 か 

ねぎ 

ら 葱の ス— プを 食べさせる 安 料理屋に 至る まで、 巴 里 



の 料理 は 値段 相当のう まさを 持って いる。 たとえ、 一 

皿 二 フランの 肉の 料理で も、 十分に 食欲と 味覚 は 満足 

させて くれる。 

いわゆる あ 

所謂 美食に 飽きた 食通が うまい もの を 探す の は 中流 

の 料理屋に 於て である。 巴 里の 料理屋に は どこに も必 

ず その 家の 特別 料理と 称する ものが 二三 種類 ある。 美 

食 探険 家 は こうい う 中流 料理屋の スぺシ ャリテ の 中に 

思わぬ 味 を 探し 当てる ことがある という。 

巴 里に 行った 人で 一 度 は レストラン • エスカルゴの 

とびら はい 

扉を排 しない もの はないで あろう。 エスカルゴと は 

かた つむり 

蝸牛の ことで、 レストラン . ェ スカル ゴは 蝸牛 料理で 



日本に 始めて 渡来した 西洋 料理が ポ— ク カツレツ I 

I 通称 トン カツであった かどう か は 知らないが、 西洋 

にいても 日本人 はよ くこの トン カツ を 食べたがる。 と 

ころが この トン カツなる ものが 西洋の 何処へ 行っても 

い つ こう みあた 

一向 見当らない ので 失望す る 人が 多い。 イギリスの レ 

スト ラントへ 行って メニ ュ ゥを 探して 見る とポ ー クカ 

ッ レツと いうの が あるから、 喜んで 注文す ると それ は 

いわゆる 

われわれの 予期す る カツレツではなくて 日本の 所謂 

ポ— クチ ヤップであった。 トン カツ は 英語と 考えて い 

る 人が あると 見える。 倫敦で 会った 人の 話に、 その 人 

も トン カツ を 英語とば かり 思って いたので、 レス トラ 



ほんけ あらそい おこ 

都市で 本家 争 を 起すべき である。 コト レツ-ミラ ネ— 

ことな 

ズと ウィン ナ— • シュニ ッッ レルの 異 ると ころ は 前 

者 は 伊太利 風の マ カロ 二 かスパ ゲチを 付け 合せと して 

居リ、 後者が 馬 鈴薯を 主な 付け 合せと している ことで、 

そこに 両 本家の 特色 を 表わして いる。 
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